
 

 

 

 

 

平成 28年 8月 17日  

報道各位 

住友不動産株式会社 

 
都の推進する特定緊急輸送道路の沿道耐震化に貢献する 
旧耐震基準の隣接ビルを含めた複数ビルによる建替え開発 

「住友不動産新橋ビル」竣工 
 
住友不動産株式会社は、新橋駅・大門駅徒歩 6分、御成門駅徒歩 5分、浜松町駅からも徒歩 10分と 4

駅 7路線利用可能で交通利便性が高い好立地において開発を進めておりました「住友不動産新橋ビル」

が、この度竣工いたしましたのでお知らせいたします。 

 

当ビルは、地上 10 階建て、延床面積約 8,400 ㎡、建物構造に免震構造を採用したほか、万が一の事

故、災害に備えて 72 時間電力供給が可能な非常用発電機を実装したＢＣＰ（事業継続計画）対応に優

れたオフィスビルとして完成を迎え、竣工時より満室での稼働となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当ビルは、東京都が沿道建築物の耐震化促進

を図っている特定緊急輸送道路(※)に指定され

た第一京浜（国道 15 号線）沿いに位置してい

ます。 

従前にあった「住友東新橋ビル 4号館」と、

隣接する旧耐震基準のビルを含めた複数ビル

による建て替えを行い、新耐震基準を備えた新

たなビルに再生しました。 

  

当社は、これまでも街づくりを担う民間デベ

ロッパーとして、東京都心部を中心に今回同様

の単独では耐震化を実施しがたい中小ビルと

複数建築物による開発を行ってきました。今後

も土地の高度利用化を図ると共に、東京都の課

題とする“建築物の耐震化”といった防災性向

上にも貢献する開発を行ってまいります。 

 

※特定緊急輸送道路と沿道耐震化について 

東京都は、災害時の救急救命・消火活動など復旧復興の生命線となり、首都機能維持のため極めて重

要な道路のうち、特に重要な道路を「特定緊急輸送道路(※)」と指定して沿道建築物の耐震化促進を図

っております。（※事例：第一京浜、環状八号線、環状七号線、新宿通り、青山通りほか） 

今般、都は新たに「東京都耐震改修促進計画」を策定し、特定緊急輸送道路の沿道に所在する 18,458

棟の耐震化率を 2016年～2025年の 10カ年で 80.9％（2015年 12月現在）から 100％へ引き上げるこ

とを目標とし、旧耐震基準の建築物 4,845棟のうち耐震改修に着手できていない約 2,300棟の耐震化を

促進すべく、建物所有者へ支援制度の説明並びに改修計画の提示などを開始しています。 

＜住友不動産新橋ビル 外観写真＞ 

 



 

 

 

 

■物件概要 

所 在 地 ：東京都新橋六丁目 4－5他 

敷地面積：1,030.05㎡（311.59坪） 

延床面積：8,398.12㎡（2,540.49坪） 

貸室面積：5,650.48㎡（1,709.31坪） 

基準階面積：706.31㎡（213.66坪） 

構 造 ：地上 10階建て、鉄骨・鉄筋コンクリート、一部鉄骨造 （免震構造） 

設計・施工：清水建設株式会社 

竣 工 ：平成 28年 7月 

アクセス：都営三田線「御成門」駅徒歩 5分、 

      JR線、東京メトロ銀座線、都営浅草線、ゆりかもめ「新橋」駅徒歩 6分 

      都営浅草線、大江戸線「大門」駅徒歩 6分 

      JR線、東京モノレール「浜松町」駅徒歩 10分 

 
 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

広報部 TEL：03-3346-1042  担当：内藤 


